
さまざまな思い

犯罪被害者に被害後の状況や心境について聞きました。
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被害者本人　
被害者の家族　

不安な気持ちになった

落ちこんだ

気持ちが不安定になった

被害にあった自分の状態を
わかってほしいと思った

事件のことは
忘れたいと思った

加害者に恐怖心をいだいた

誰かにそばにいて
ほしいと思った

外出したくないと思った

眠れなかったり食欲がなく
なったりして体をこわした

自分の気持ちは誰にも
わかってもらえないと思った

孤独だと感じるようになった

自分を責めた

将来の夢や希望を持てずにいた

ひとりにしてほしいと思った

「不安な気持ちになった」
「自分を責めた」など、 

また、被害者は
周囲の人に心を閉ざす一方で、
信頼できる人に話をきいて
もらいたい、

被害者がさまざまなつらい気持ち
を抱えていることが分かります。

自分の気持ちを理解してほしい
という思いがあり、
複雑な心のうちが読みとれます。

事件後の状況や心境
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